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癌　の 　 ホ 　 ル 　 モ ン 　療　法

　東 邦 大 學醫學 部 産 科 婦人 科 歡 室

敢 授　赤 　 須 　　交 　 男

ゆ

　　　　　　　　　　 緒　　論

　腫 瘍は phenolic　Steroidsあ るい は性腺刺激 ホ ル モ ン

（以 下 G と略）の 投輿に よっ て誘發され ，この さい Prog−

esterone ，　Testo 呂teroneな ど の 併用 あ るい は前投與 に よ

つ て 腫瘍發生は 阻止 され る こ とは動物實驗 上 の 業績であ

り， 内外 に多數 の報告が あ る．今 日，ヒ トの 癌 に ホ ル モ

ン を投與 す る こ と に依 つ て病 理 組織學的 に納得し う る治

癒 に ま で 成功せ しめ た報告を知 らない ．けれどもこ れ ら

の non −phenolic　Steroids投與が癌 の 發育増殖をあ る

程度停止 あ るい は 抑制 せ しめ，擔癌生 體 の 苦痛 を可 な り

ま で緩和 させ た報 告 は 多數 に見 られ る， 殊に動物實験

上，た と えば Estrogen 誘發腫瘍に封 して は 抗腫瘍性効

果は Progesterone に於 て ，　 TestosterOne よ り よ り強

力 に 現われ て は い る けれ ど も， 臨 床上 我領域 に於ける抗

癌 ホ ル モ ン と して は Testostero 照 の 應用が より盛ん で

あ る．

　近時，各方面 か らの詳細な 研究は ， 自然科學研究技術

の 著 しい 進歩と共に，ホ ル モ ン の 作用が 生 理 的面 に於 て

さ え も極め て 複雜多岐 であ る こ とを激 えて い るが ， 擔癌

生體 の 如き病的状態に於 ては こ の 關係 は
一
層複雜 で あ

り ， した が つ て癌に蜀 す る本格的 ホ ル モ ン 療法 は な お 今

後の 研究の 成果 に 期待 しな ければ な らな い と思われ る．

さて ， 我・をは （1）根治療法 （廣汎性子宮全剔除あ るい は

放射 線療法）を加える 以前の 子宮癌 ，　（2）あ るい は ，も

はや嶷置の な い 末期癌を研究濁象 として 次述 の ホ ル モ ン

療法を 行 っ たが ．　（1）の 群 に對 し て は根治療 法 を 控 え て

い る關係 ⊥ ， 長期觀察が出來 な か つ た こ と， （2）の 群は

相當重症例 の み であ るか らホ ル モ ン 療法 の 効果 が 充分期

待 し得な か つ た こ とな ど遺憾であっ た が ， 現況 に 於て は

止むを得 な い と思 う．我女 は ホ ル モ ン 投興後の 癌病態の

改善 の 有無を餓し，一
方，癌組織の 機能に對す る ホ ル モ

ン 干渉を基礎醫學的 に檢 した ．

　　　　　　　　　　 檢査項 目

　A ．ホ ル モ ン 投 與 の 臨 床效果判 定

　こ の 口的を 達す るために ホ ル モ ン 投與前及び 投與後 の

次の 各項 目を檢査 しこ れを比較檢討した ．

　 1．内診及び腟鏡診 （主 として 浸潤，帯下，出血 ， 肉

眼所見な ど）

　 L 腟内容塗抹標木像 （Meigs 　a．　Sturgis法 に よ る〉

　 巫．診査切除組織 に つ い て

　　（」．）組織學的所見 ，　（2）組織 A 皿 ylase （Smith 　a．

Roe 法）， （3）組織 β
一Glucuronidase（Fishman 變法），，

（4）組織 Catalase （Euler 　a．　Josephson法）

　 W ．血液豫 に つ い て

　　（1）白 血 球豫の 全般とくに好 中球 の 核移動，好酸球數

の 動態， （2）血液比重，血漿比重 ， 血漿蛋白量 ， 全血 血

色素景，赤 血 球容積，赤血 球數 ， 赤血 球沈降速度）

　 V．血 清 エ ス トロ ゲ ン 値 （小林 ・申山 法）

　 W ．血清 β
一Glucuronidase

，
　 Amylase ，

　 Cholester曲

（total及 び ester ，　Blapr 變法）

　 W ’」血清蛋自分劃 （A 及び　α 1・α 2，β，7 な どの 　Glo．．

bulin） （濾紙電氣泳動法 に よ る ）

　 W 。Thorn ，
s　test

　 皿．PBI （Barker ア ル カ リ灰化 法 ）

　 X ．肝機能檢 査　（馬尿酸合成試驗 ，　 Brornsulfalein，

Test ，高 田絮歟反漁 ， 尿中Urobillnogen ，　Urobilin ，
　Bi・−

lirubin）

　 X正．尿中 ChemocQrticeids （こ とに 17−Hydroxyco −

rticosteroids ）

　 齟．尿 中 ］．7−Ketosteroids （Drekter 法丿

　 X皿．尿中 Na 及 びK ，血清K 及び CI

　 XW ．究 素平衡 （Microkijehlda1 法）

　 XV．全身状態 （體重 ， 浮腫 ， 尿 量 ， 瘁痛，性 出血 ，「

食欲不 振 そ の 他の 主 訴）

　 B ．癌 組 織 機 能 に 對す る ホ ル モ ン 干 渉

　癌組織の
一

部を得 て こ れ に　Steroid　hormones を加

え Warburg 強壓計で強し次の 項 目葦 Steroid　horme −

nes 投與前 と 比較強討した。　（1）乳酸量 （Barker 　a ．．
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Summerson 法），（2）Catalase値，（3）紅織呼吸（後述），

（4）解糖 （後遖）、

　使用ホ ル モ ン 及び 1同の 使用量 は 次の 如 くで あ る．

　1・Testosterene 　Ptopionate （エ ナ ル モ ン ） 1 囘30〜

SOmg （主 と して 50皿g）筋注 ，
2．　Testesterine　enanthate

及 び cyclopentyl −propionate 　 1 囘 10Drng叉 は 250  筋

柱 ，
3．Testostcrone 　propionate 懸濁 液 （こ れ は 帝國臓

器 の厚意で特製 したもの ） 10  ！。雌 1 囘 2cc宛，腟壁 ，

慳 部 な ど癌病巣の 近 くへ 注 入，窪．Testesterone 　 Pellet

1 囘50mg主 として 腟壁で病集近 くへ 埋没，5・Testoste ・

rone 　 prop ．結晶粉束 1 囘10田gを腟部 を 中心 として そ の

癌病集近邊 へ 撒布，6．Halotestin（UpjQhn 祉，9−fiuo・

ro −11−hydroxy−17−nlethyltestosterone ）　2 ：ag！Tablett，

1 日主 として 9錠 ，
7．Pro 解 sterone 懸濁 液 （Lutemon

三 共 ，　1 囘10  Testosterone 　prop ．懸1蜀液 と同様に

用 う），
8．ユ7−ethinyl −19−nortestosterone （Norluteni鹽

野義 ，
5mg！Tabletts），9．　Prednisolone （Deltacottril，

Pfizer ，5  1Tab，），10．培養實驗用 の結晶 Estradiol，

Testostcrone ，　Hydrocortisone ．

　　　　　　　 貿驗方法 とその 成績

　 A ．Te 鑑 ostero 匹 e　propionate の 場合

　 1 ．　Testosterotコ．e　propionate 筋肉｝X］注身寸

　 1 日 1 囘30〜50駟1g宛連 日 投與．そ の治療成績の 1例を

示 す と表 1 の 如 くで あ る．全例 8例に つ い て ，治療要項

を 拔 萃 僉討す る と表 2 の 如 くであ る ．即 ち本治療法は 性

，出血，疼痛等 に封 して 極 め て宥効に 作用 し，患者 は 治癒

ゴ
安全感を得る もの であ るが 臨床強査」二では血 清蛋 白分 劃

像改善の 微が見られ た他 に は著 しい 好車專像は み とめ られ

．な か つ た ．

　 ff．Testosterone 　 propionate 結晶末局所撒布

　 ホ ル モ ン の 局所 か ら の 吸 收 を期待 して Tcstosterone

：propiollate （以下 丁．P ．と略）結晶粉末を，1 口10  宛，

子宮腟部を中心 とす る 部位に撒布す る こ と 7 日 に 及 びそ

1の 治癒的傾向を見た とこ ろ， 4 例 とも腟 細胞 所見 には 好

轉像は見られ た が， 全身的 の 好轉鱇 は み とめ られ な か

・
つ た ．

　 皿．Testosterone 　propionate 局所注射

　 皿 と同様の 意味 に於て ，T ．P．懸濁液 1 日 20mg宛を 連

用 あ るい は 隔 日子 宮腟部及びその 附近 に 注射 し1 と同様

の 饅察を行っ た、各儉査成績 に於 て 好轉像を 示 した の は

表 1 ．　Testost．　prOP．　1　目50n］9　3 逅L開潼 日筋 」肉
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表 2 ．T ．P ．　 i 目δOl胴9筋 注 例 の 好韓像比 鮫

疼 栢 1蕪 出醺 爾 鯲 腿 曜
ミ

岳
魅 激 軽快 無効
6　　 2　　 0

着

梦攣鰭 ・ ss6

性出血 の 著減，鰺痛の 消失 e 腟 細胞像の 好轉 s 肝機能 の

改善な ど であつ た （表 3 ）．

表 3 ．Test．　prOP，懸 濁 液 病 巣 注 射平こ よ る

　　　全 身症状 の 變 化 （4 例）

蘊 消失可 頁養錨 彌墜 加1麹

・ 回 … 　 」

　llT．　 Testosterone 　 Pellct 埋 没

　以 上 か ら投與 男性 ホ ル モ ン が，局所的 に作用 して 好轉

像を 示 す傾向の あ る の は 否定出來 ない の で ，投 翼 ホ ル モ

ン の 局所濃度を持續的 に 高 め る意味に於て Testostero −

ne 　Pe ！let　50  を病榮近 くの 腟壁 に埋没 して み た．こ れ

は 約 1 カ 月 に 1 度宛數囘に 亙つ て試 み た もの もあ る．そ

の 代表 例を 示 す と表 4 （A ）の 如 くであ る ・Testosterone

Pellet 埋 没 7例の 全身状態 の 變化の 成績をみ る と表 4
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表 4（A ）．Testosterone 　Pellet　 50nig埋 沒 例

權Q 　56歳　頸 部 癌　皿度 （子 宮 體 部 へも浸 潤 ）

葉
傑
．
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1婁1

讌奪等   響
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態 ．　　　　　　　　　　　　 莨　 　 甘重　眠　 　 　 　 　 　 良　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 不 良

　卜饕 1ブ農，、 “鰯 轟 諾銑
（本患者はその後．増惡しモ逝去虎 ．）

’

コ

娑
　 ク
／2〃

−681

表 4 （B ）．Testosterone 　Pellet埋 没 後 の 全 身 厭 態

　　　　（1 囘 5G  數 囘 の も の あ り）（7 例 ）

疼 痛L纖 碧 ∫ 攜 中轟亅
1 尿 量 浮腫 亢進 可

離 繭 翻
馳
黝 増 減 穣 埼 減

　 L國凵
穣 発望好

3　42 　24 　　 213 　13 ？16、
彳 ア

（B ）の 如 くであ る．即 ち疼痛，性出血 の著しい 減退，

體重の 増加などが 見られ た が，頻 同注射を 要 しな い 點が

便利であ る ．た N
“
f9没 後 に Pellet の 脱失を來さな い よ

う留意す る 必要が ある ．

　V 。9−fiuoro−11−hydroxy一ユ7−me £hyltestosterone

（Hal。testin）

　本 ホ ル モ ン は製作所 の 發表 に よれ ぽ窒素蓄溜を來す

anabolic 　 activ 圭ty は Methyltestosterone の 約 5倍

　本例に 於 て は Halotestin 使用 後 ， 性出1血 の 減少消1

失 ・病菓組織の 乳酸 の 著減 ・
尿中 17−・KS の 増蚤 ・體内

窒素蓄溜 ・疼痛緩和 ・體重増加 な どの 改善の 徴候が 見 ら

れ ， 主 觀的 に も著 しい治癒感 を得 ， 食欲が亢進 レ， 陲賑』

が可艮とな つ た な どの 宰頑感を得た．

表 eF　．　Halotestin　經 口 投 與 例

　　　高 0 　65歳　頸 部 癌 皿度 （扁李 上 皮 癌）

A

0 ・

HOF

OR
−−o．Hb

とい わ れ 上 の 構造式 を も ち，一
般男性 ホ ル モ ン の 適應症

に 使用 され て い る．

　Halotestin　1 日 9 鍵 （18mg）宛 10 日 問内服 せ しめ た

成績 は 表 5 の 如 くで あ る．
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　B 。Progesterone の 抗癌效果

　Estrogen の 連用 に よ りあ る種 の 動物 に腫瘍 を發生 せ

しめ得る こ とに つ い ては 多數の 先人業績が あ り ，
こ の さ

い 動物 に 於 ては Estrogen と同時 に progesterone 災は

Testosterone を 使用す れ ば 腫瘍 獲生 を阻止 し うる とさ

れ て い る （Lipschtitz1）6t　a1）．こ の抗腫瘍性効果 は動梅

に於て は Progesterone の 方 が Testosterone に 比 し

て よ り強力 と され て い るが ヒ トに於て は 必ず しもそ うで

衷 6 。Progester 。 ne 懸 濁 液 の 局 所 投 與

　　　（o 島　58歳 　子 宮頸 癌　第 砠度 ）

曜

［＝．
麟

醗
　　　　　　　Hし

嘛 驤

ホ屍 搬 葡 墾 踏
浬 躍　 　瓦　 　

一
　　　　　　レ
　　多 量　　　　　　1
　　多 量
　 　 ア3
　 ヲ42 カ　　　ー
　 71ρρ　　　　　一
　　 56

　　　　　　　
罰
石コ

　 　 　 　 　
’
　 　 　 　 　

酌
「　　　　　　　　，

　 載 　夕・一　　　　　　　　　凵．
　

由 等度　　 鰲 野
　 　〆 　　　　　アo　　

厂

≒ 掣
1．．核 強 勤 　　 2，50 ／ 〜．51 　

L
構 働 3 ア．5 35，3

釦渣堕 一＿4．ヲ，亨
　　／一
　　／ 389

拒爬織
了餐ラ
ー
ぜ働 〕 胛 4 ／

　　一齟一
ア，35

扎 　醺 働 ｝ 6 ρ ／ go
尿　　．19 ρo 〆20θ ！猛 ρ

　　　　．摂 辰窒 ・ 
尿所見

．
排 泄 窒羨

　　　　 ．卜1・肱．1魄 巳

　 694
．2

＋z 乙一一口 ρ 4
7イ〃

∫ノ

3，36

シ
．
げ 五 μ 92準

6・4 ＿」
　 ヱ 9
＋

£ 568446

．5
　　L

体 重 ‘k多）　 1　 　 　 　
一

475465
浮腫発生さ而停蒲霞和す、な胡 構 能尿中17・OH．組鹸 巨別記　

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

豊198− 152 癌 の ホ ル モ y 療 法 日 産婦 誌 9 卷10號

．は な い 様であ る ．我 v〈 は Progesterone 使用は 今，端緒

に つ い た 許 りで あ る の で代 表 例 を 掲 げ て お くに 止 め る．

　先ず PrOgesterone 懸濁液 1 日2011螺 宛腟部 を 中心と し

て 病集附近へ 連 日投與 （7 日間） した或績は 表 6の 如 く

で あ る。本例に於 て は 性出 血，帯下の 薯減が あ り疼痛 緩

和 も見 られ た が そ の 他 に は 著變 は み とめ られなかつ た．

　C 。Para 凵ky 〔洫 ox アPπ   P量o酔he瞳o齟e （P．H ．P・）

　 P ．H ．P．は Die’thylstilbestrol を 切 半 した構造式を 有

し近時各 方 面 に 使用 せ られ て い るが 絨毛 上．皮腫 （Perr −

／ault2 ｝
），癌 （Paris　Hospit．　Med ．　Soc．）に奏効 した報

舗 励 ，
初 機騰

一
陲 體 を抑 制 す る に 黼 郵 うが

確實では な い ．我 ・々は 1 日 LO9 を 21司に分服させ 約 1

カ 月に 及 び 上逋した と同様の 各種諭査を施行 した． 2例

　（中○，60歳，腟癌及び○川 ， 35歳 ， 卵集癌） に っ い て

の 成 績 は 遺憾な が ら殆ん で 改善の 徴侯を見出す こ とが で

き な か つ た．

　 D．副 腎 皮質准ル 憎 ン

　副腎皮質 と癌 に つ い て は 各 方 面 か らの 多數の 研究發表

が あ るが 全 く混沌 と して い る．臨床 上 Huggins 　 a．　Sc一

の tt・ ）
は 副 腎剔除 に よ り前 立腺癌 の 退 1匿 み とめ C ・ x4

）

も同様 の 報告を な レて い る．こ れ につ い て は 我 々 は すで

に 見解を發表 して あ る （赤須
5，6））． （尚 ，

Chem ・ c・・ti−

lcoids 　．更）項參 H頁）

　 近時新 た に 作成せ られ た D ・ltuc・rt ・il即 b
’
　d1，

4−P ・c −

gnadiene −11B，17α s　 21−trie1−3，20−dione は 効力 に於 て

むortisone の 5 倍 ，
　 Hydr 。 c。 rtisone の 3．2倍 と され 各

　 表 7 ．Delta ・・ rtril 經 口投 與 成 績 （總 量 130〜170mg）

ト譜 鬱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ff4vo　 　 　 　 　 白　　球 　　30e 二　 600 ρ　　 8偲 o．

護肇

方 面の 應用 を み て い る．我 ・々の ，Deltacortril（Predn −

isolone ）を 1 日30  か ら逐 日 減少 し10   に い た り中止 す

る 形式で 總量 130〜 170mg用い た 2 例の 成績の 大要を 記

逋す る と衷 7 の 如 くで あ る、す な わ ち ， 1例 に於て 驢瘍

の 縮 小 感 が あ り，徃 出ti］Lは た しか に 減少 を み た が，尿中

Creatinilleは著増 し，〕N 平衡は負を示 し一般 状 態 には 殆

ん ど著變 を見 ず．そ して 並1清蛋 自 分劃像に も變！ヒは 見 ら

れ な か つ た．2 例 よ り う け た我 々 の 印象 で 1ま Corticos−

teroids は癌1，C 對 して は禁忌であ る様 に 思 わ れ た ．

　ス テ ロ イ ドホ ル モ ン投與 と癌患者肝機能袱態の

變 動

　頸管上皮 の 増殖は，卵集黄體兩 ホ ル モ ン の 不均衡 こ と

に前者の 過剩刺激 に よ る も の で あ ろ う と　Nieburgv に

よ り重要覗 され，そ の 後 Estrogen 分 泌過剩こ と にそ の

活性 度 の 上 昇が 發癌 の 1 つ の 重要 な 因子では な い か とい

うこ とが 臨床事實 や各方面 の 檢査 に よつ て 推定 さ れ て い

る （HofbauerS］， Nieburg　 a．　Prund9 ），古賀
10）その 他）。

卵 棄の Estrogen 分 泌腫 瘍 （顆粒膜細胞腫，莢膜細胞腫

な ど） と内膜の 腫瘍的病變との闡連 は 最初 に SchrOd−

erl1》
に よつ て報告 され ， そ の 後 Dockertyi2 ，

ら，　 Ban −

ner 　a．　Dockerty13），　 a．　Mussey14 ），Smithi5）らの 報告が

相 次い で み られ る．け れ ども Geist　a．　Salmoni5）｝よ長期

Estrogen 療法で發癌事實をみとめ ず ，
　 Kofier16｝ も生 體

内 Estrogen 分泌の 過剩 を來 す卵巣 の 腺腫性惡性肥大

と體部癌 との 間 に 必ず しも相關關係 は ない として い る．

Estrogen はもとよ りそ の 他各種 Steroid　hormones は

肝で不活性化 され るの で肝に障碍 の あ る場合 あ るい は

Vitamine 　B 、 不 足で肝障碍を來 した 場合な どで は 生體内

活性 Estrogen の 増量が あ りうる と考 え られ る．近時我

國で も小林 ・中「li1η氏は頸癌の 大多數に Vitamine 　 Bl

缺乏 の あ る こ と ， 從 つ て 體内 Estrogen 不活性 化作用 の

低 ドし てい る こ と，Estradiol か ら Estrone へ の 變換

に支障の あ る こ とな どを報告 し て い る．

　癌 ｝こ お ける肝障碍が，癌 そ の もの によ つ て湲生 す るの

か ，肝 障 碍 が 獲癌 に促進的 に 作用す る の か は ，に わか に は

決定 し得な い 問題で あ る が ， 抗 唾 瘍 原 性 ス テ ロ イ ドが 子

宮癌 に翼 して多少と も有効 に作用す る とす れ ば ， 肝機能

障碍例に 郵 して は こ れらホ ル モ ン 投興 後好轉像がみ られ

る 筈で あ る．我・な は各種ホ ル モ ン 投與時の （1）馬 尿 酸合

成試驗 ，　（2）Bromsulfalein 　Test （B 。S。P．と略），（3）

高 田 反憊，絮 數反應，（4）Ur   bilinOgen，　Urobilin，　Bilj−

rubin 等 の 各種鐵査 を 行っ た の でそ の 成績 を 表 s に示

す．
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表． 8 各種 ホ ル モ ン 連 續投 興 の 癌 患 者 肝 機 能

　 　 　 に 及 ぼ す 影 響

赤　　須

　表 8 を儉討す る と T ・P．懸濁液局所注射，
Halotestin

内服，PrOgesterone 懸 濁 液の 局所注射 な ど は肝機能 の

改善像が 比較的著 し く，T ．P ．宋局所撒布，　 Deltacortril

内服． Nor−luten（17−ethinyl −19−nortestosterone ）内

服な どは 改 善線は 低調で あ つ た d 叉，TestQst．　 Pellet

局所埋 没 の 成績 が 不良
’
（あつ た こ とは ， こ の 部 の 埋没

Pellet は全身作用が微弱であ るの か も知 れ な い ．

　各種 ．kJV モ ン投興の 癌患者尿 中 Chemoeo 酋 慈

oids 値に及 ぼす影響

　Huggins らは 前 立腺癌 に 於 1，）
v
る 生 體内男性 ホ ル モ ン の

分泌源 を 全 く斷ち切 る た め に，去勢手術では 充分とせ ず

兩側副腎皮質剔除を 施行 し，癌 の 好縛 を 報 告 して い る．子

宮癌 が Estrogen に闢係が あ る とすれぱ卵藁機能廢退後

の 副腎皮質機能は重要視 され る．こ とに癌 を 1 っ の Str−

ess とみ れば Steroid　hormones 投與後 の Che 皿 ocort ．

icoids の 動態は注 目に値す る．

述す る ．

表 9 ．各 種 ホ ル モ y 投 興 の 癌 患 者 尿 中 17−OH 値 に 及ぼ す影響
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1199− 153

我k の 瞼 した 成績を次

　投興 1｛ormones は T ．P ．1 囘50  の 速續艫注 ，
　 P．H ．

P．　1　匚］　1．Og
，　Halotestin　1　日18mg，　Deltacortril　全

量 130〜 170皿9な ど夫k の 内服，Pr・ge・ter ・ ne 懸濁液

1囘10   の 連續局所注 入等であ り， 尿 中17−OH は Bu ・

tanol あ る い は我 々 の 抽出 した人胎盤 よ りの β一Glucur−

Qnidase を使用 して總ユτ・OH を測定レた。 そ の 成績は

表 9 の 如くであ る．

　 そ の 結果 T ．P ．筋注では ，總／7−OH 笹は 3例とも明

らか に減少を示 し， 邂離型 は 2 例 に 増加， 1 例 に減少

を gP ．H ．P．投與では 2 例共總 17−OH の 増加 ， 遊離の

減少を，Halotestin で も 1例であ るが同様 の 傾向 を ，

Deltacortri1内服では貍慈口τ一〇 H は 1 ｛列増加，　1 例減少

を ，遊離は 2 例共増加，Pregesterone 投與で i：　1 例であ

る が 増加を示 して い た ．

　こ れ ら Stereid　 h。rn ユones が 生 體内 1こ 投與 され た場

合の 生 體内の 代謝 は 極めて複維であ る か ら推知す る こ と

す ら許され な い 所 で あ るが ， 男性 ホ ル モ ン 投輿では概し

て 尿 中総 1T−O ｝1 は減少を示 し，遊離型 の 増加が み られ

る こ とは 副 腎皮質機鮨の 抑制，活性 ス テ ロ イ ドの排泄増

加な どが察知 され注 目に値するとこ ろ であ ろ と思 う．

　各種 Ster・ id　h ・rm   nes 投輿 の 頸癌患者腟細

胞像に及 ぼす 影響

　各種 Steroitl　hormones ，あ る い は　P．H ．　P ．を頸癌

患者に投興後 ， 逐 日 腟内容塗抹標本を作成 し ，　 こ れ を

Papan 量colaou 　 u ．　Traut の 分類で觀察 した成績 は 次の

如 くであ る．

　　　　　　 （1）P．H ．R 内服 ： 3例に於 て，20日間の 連

　　　　　用で腟内容像に著變 を 認 め な か っ た． （2）

　　　　　Deltacortril内服 ：投與前 の 巨大核，双核 ，

　　　　　Mit  se 像な どは ，
　 Deltacortril 連用後も殆

　　　　　ん ど變化を示 さな か つ た ． （8）Halotestin内

　　　　　服 ： 1 例であ る が 内服前の 巨 大核 ， 双 核 な ど

　　　　　は 内服終了後 は 消失 し，小細胞 の 集團の み が

　　　　　見られるに 至っ た．（4）T ．P．筋注 ：投與前の

　　　　　癌細胞像 は 投與後何 札 の 例 に於 て も著變 を 認

　　　　　め る こ とが 出來 な か つ た．　（5）T ．P．結晶末

　　　　　1伽 g宛局所撒布 ：繖布前後の 腟 細胞像を比 較

　　　　　す る と表10の 如 くで あ る ．す な わ ち ， 4例中

　　　　
・3例 に著明な癌細胞及び赤 血 球 の 減少が み と

　　　　　め られ た．こ れ は む ろ ん 腟洗 滌 な どの 影響 で

　　　　　は な い こ とは 他の 蜀照像と比 較 し て 明 らか で
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表 1 。Test．　prop ．粉 末 10  局 所 撒 布 例

撒 布 前 掫 布 後

氏
名

1　　　． 巨

鳶伊
双

棟
鬟
型 驫 昊

稼

一
核 ．型 団 球

双

鷹 匳
備

着

与前匚比
土 丗 冊 十 昔 廿 土 十十　

一
、漁森

書
川

冊 土 十 ト 什 鼎 圭 一坐 土 　什 〃　　　「

o
÷ 士 ＝ヒ 士 冊 惜 冊 灘

L正 1
舮

桜

o
一

十 ＋ 1卅 丗 廾 十 卅 十 什 　贓
竺

　 酸

表 1ユ．Test．　prOP．　 susp ．20  局 訴 注 射 例

投 与 前 　 　　 撲 与 後
［氏 i巨

名 奩
ヌ吏1枝

。 譱 套曩1猛墾
型
韆旨血
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；1

十

十

冊
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1一
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1鑼 羅
呆籵 廾 十 ＋ 世 什 1粁

．
十

一．「
甍

・ 囓 嬲

あ る． （6）T ．P，懸濁液20rmg局所注射 ： 6 〜10　H間沌用

前後 の 成績は表11に示す如 くであ る．4例中 3例 に癌細

胞 の 著明な 減少 が み られ ，2 例 に第 2 〜 3 日に 多數 の 空

胞様の 小粒の 出現が 認 め られ ， 夊 各例 に於 て 鏡見 下 の 観

寫 眞 2 ．處 置後 3 日 （癌 細 胞 著減）

寫 眞 3 ．　處置 後 5 日　（癌細 ff包著 減 ）

野が鮮明 とな り， 握細胞像は 全體と して 美 し く な っ た

（寫真 1〜4參照）．

　 （7）Testosterone 　Pellet 埋没 ：全 4｛殉に　Testost・

Pellet　50田gを 病集近 くの 腟雙に 埋 没 し ， 埋 没 後各週 を追

っ て腟内容塗抹標本を樵 した 成績は表 ／2の 如 くで あ る．

表 に 示 す如く投與後 1 〜2週で癌細胞の 著減 が み とめ ら

れ ， 覗野 の鮮明が 知 られ た．

　以 上 の 各所見か ら男性ホ ル モ ン は 直接癌病藁 に作用 さ

せ た と き癌細胞の 發育増殖 に 對 して一憔 阻止的あ るい は

抑制効果 を 及 ぼす もの と考 え られ る．

　　　男性ホ ル モ ン の 癌貧血治療へ の 效 果

　HamiltoniS ｝ は 男子 去勢予術後赤血 球の 減少 を み と

め ，　ラ ッ トの 去勢 で同様 の 結果 をみた．　去勢或 は 下

垂 體剔除 ラ ツ ト （Finkel ・tein19） et 　 aL ，　V 。11ner2 °）
・t

al．），　ニ ワ ］・り （Taber2i
）），　去勢 ノ丶 ム ス タ

ー （Stein

。．C ・・ rier
・2
り，類幽 症 （M ・Cull・gh 　 a ．　J・ nes23 ）） ｝c

鬢 し Androgen 投興は 赤血球の 増數 を 來 ざ し め た とい

う．McCullagh 　a，　Jones23） は T ．P。投典で 類 寛 官症 の

Hematoerit の 増加 を 認 め ， 血 色素 も去勢後減少し An −

drogen投與が こ れ を復元せ しめ た とい う（Hamilton1 肌

McCullagh 　 a．　 Joiies23｝，　 Vollner20 ） et 　 al．）。癌 の 貧
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表 12．Testosterone 　Pellet　 50  腟 壁 埋 沒例

，

氏
埋 深 前 後 1 週 後 2 坦 　 　 　後 3 週 後 4 廻

備

鱗
巨 ヌ窺腰

核
喀，

細

矍
釦

盃
球
昊
核

双 梗
　 変
核 型

貍
団

盃
球

夏
掖

ヌ尺

婪
榎 型

襲
．

団

盃
漲

巨 双
大

核 核
礬
型 飜椄

昊
双

綾 鰲貍刷 難1劉
　 　 　 1

O
口

土 冊 一一一一 1一．一卦 一一
士 土

一一一
　±

一
　 I　 I
− 一一…土

i　 l ；
一一

［
Il鮮

0
田

卅 粋 十
一｝十 圭

一i丗 一一 1−
｛
一一一一1士  

E

汗
骨 1
一一i一「一十 藩

○

本
十 士 一→十

1一
十 ±

「

1

　 ．
＿1＋ 1−
　 1

土

1

血 　一一
士 1±

1

回国一」−
1

旨一．土 一　
　　 一一一

1壇 週励 視i
＿［野1塾一般 ヒ …

鮮明ビな61

駐 十卜 惜 ＋ 1甜
1

士

　 ヒ
・i−1−

．
・・

1

什 十
口

＋

口
昏

ト

士 「±
．　　　L一一i廾

　 　 ヨ

土 U − L

→ 認1 ［
　 　 　 1

表 13．Androgen 投 與 と 癌貧血
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血 は可成 り特徴的であ り極 め て 悪性であ る．そ の 本態 に

っ い て は明らか でない．胃癌患者 の 胃液を ウ サ ギ に 靜注

し て 赤 血球減少を認めた報告もある （小澤
24｝ら）．む ろん

Androgen 缺如に よ る貧血 と癌貧」血 と を 同
一

瀧す る こ

とは 出來 な い が ， 癌貧1血に つ い て ，
Androgen 投與オミ

』
ど

の 様 に影響す る か を 檢す る こ とは 意義があ る．頸癌患者

に鐵寮法を施行 し ， 効果 の 殆ん ど見 られ な い もの に こ

の療法を
一

旦 休止後，再 び 鐵劑と併用 して
，
Testoster一

Qne 　Depo 劑 を 投與 し ， 全血 比重，1血漿比重，血 漿蛋

白，血 球容 積 ，
Hematoerit 値 ， 等逐次測定 した ．8例

中貧血 に饗して 好轉豫を示 した と思わ れ る もの 6例，無

効は 2 例であ つ た．代表の 3例を 表 13に 示 す．表中，A と

B は好韓例であっ て
，　一

般貧血療法 に　Testosterone ．

Depo 蘭を併用 し，併用前に 比 して血清蛋白の 増量，1血

色素量の増加 H … n・9！・6in，　H ・ m ・t・crit 値 、 窟 熔
積な どの 上昇を み とめ ， 血沈値の 下降を み た例であ る。
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／

療 法

C 例は こ れ らは む しろ下降し，血沈値は 尢進し ， 悪化を

示 した 像であ る。 Testosterone ・Depo 投興1’よ單 悲 る鐵

療法 よ りも確かに 有効であ る と思われ る ・

　ホ ル 壱 ン妓輿による甑 中 Estrogen 値 の 變動

　Est 。 ・gen− ，

’

．

’・：子宮癌 と關連が あ る と さ れ，癌患者 に つ い

て の 檢索が行 わ れ て い る。小林 ・中山
1η氏は 癌患者で血

申及 び 尿 中 Estregen 濃度は む しろ低い が ，　 Estradiol

か ら E ・t・・n ・ 或は E ・t・i・ 1 へ の 轉換が 障碍 さ れ 體内で

發情作用 の っ よい Estradi   1 として作用 して い る の であ

5 う と述 べ て い る．Estregen 檢索で最 も重要なの はそ

の 生物學的活性 濃度の 問題で あ る．我女 が小林
。
中山 法

一
ご測定 した頭癌患者（閉經後）io夢ゆ 血 中 E ・t・・gen 濃 度

は ， O．1〜1．ov．u ．10．lcc平均o．75v ．u1D ．1ccであ り．

比較的高濃度を 示 して い た．尚略 く 同年代 の 婦人 の そ れ

は 血液 を
111

。 に濃縮しな い 限 り測定不能であつ た ．以 上

の うち 5例 （内 1 例は 卵集癌） を實驗對象 とし， そ の 内

4 例 に T ．P．1 口50mg宛毎 日 筋注 し 1 例は P ・H ・P・に 次

で T ．P．を ， 1例は P ．H ．P ．の み毎 日 1．Og を 内服 し 3

週間 に及び，こ の 間毎週血中 EstrQgen 濃変を 測定 レ，

ホ ル モ ン 投與前 と比較檢討 し た。その 成績は表14に 示す

如 くであ る．表中患都 及び H は隔 でホ ノレモ ン 投 與 前

か ら 血 中 Est・・gen 濃度は高 く，
N 及 び M は扁平上皮

癌であ り，M も濃皮は 高 か つ た ．

　 T ・P．投與後は 4例 中 3 例は下降を 示 し，こ れ らの 多

表14．ホ ル モ
・y 投 與 の 血 中 エ ス ト ロ グ y 濃 度 に

　　　及 ぼ す 影響

1猛
（L −一は P．H．R投 与）

　 v ．＿一一一一一
一一・N・

／

目 産婦誌、9卷 1〔｝粥

した か に見 え た が ， ホ ル モ ン 投興前 と．ホ ル モ ン 療法終

了後 とを比 鮫した と き，組織學的 に は 殆ん ど改善像が 見

られない 印象を うけた。こ 丶 に は代表 4例 に っ い て ホ ル

モ ン 投興前 と投興後の 顯黴鏡寫真像 を 示 す （寫真 5〜

13）．勿論紐織學的變化は 急 激 に は 効果 の 面 で 現 わ れ て は

來 な い と思 わ れ る けれども，癌 に對す るホ ル モ ン 療法が

寫 虞 6 ．宮 ○ 寫 5 の T ．P．筋 注 3 遯後 （100× ）

α塩

o塩

ぐ
　 丶
　 　

尸
丶

　 　 　 ＼ 　 　 　　 　　 　 　／
　 　 　 　

N
　　　　　　ノ

　　　　　藪
　 　 ，！1

　　
 

丶 　　　　H．
〆

／

　　　　
、

・

》 巡
投与前　　　　投与後U翌　　　 2週

G

レ「．

3週

くは 1 週後 に 下降を 示 し て い たが ，3 週後 の もの も あつ

た ．1例 は む しろ上昇し ，
こ れ は 閭 もな く死亡して い

る。P ．H ．P ．は 1 例 に輕度の 下降，1例 に一L昇 を み た．

　皮上 から活性 Estrogen が も し癌 の 發育増殖に 對 して

プ ラ ス してい る もの とすれば ，
T ．P．投興 まあ る程度，

こ の 面 に於け る効力 を發揮 レて い る もの と推察出來 る．

　　　　 ホ ル モ ン投與前後の 癌組織像

　或 る種の ホ ル モ ン 投與は 癌病態に多少とも好轉豫を示

冩員 7 ．　○ 田 　頸 疱百再 發處置 前 （360× ）
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容 易 で な い こ とを暗示 させ る もの が あ る と思 う。

　　　　 レ 線宿酵症櫃 と費體求 ル モ ン

　 レ 線宿醉症吠は 癌 の實態に關連を も つ とい う よ りもむ

しろ個體の 生 罐反慝如何 とい う聞題に 闢連 す る が ， 本症

状 に封 し て Progesterone 投典 が 他 の 療 法 に 比 して よ り

　 篤 眞 8 ．○ 田 　寫 7 の T ．P ．　suspensien 局 所 10 目

　　　　　 使 用 後 （360× ）

寫眞 1 ，廣 ○　頸 癌　寫 9 に Deltacertri1 （總 量

　　　　170  ） 蓮 用 後 （100 × ）

寫 眞 12．頸 癌　寫 11に 　Progesterone 　 suspension

　　　　局 所 連 用 後 （loe× ）

寫 眞13．高○ 　頸癌處置 前 （360x）

有効であ る と思 わ れ た の でこ 丶 に 略述する．

　レ 線宿醉症状は中野
25
慨 に よれ ば ， い わゆ る V ・g ・．

to且 ie吠態患者に發生率が多い とされ て い る が，我々 の

「性ホ ル モ ン の 生 體 反 應 に及 ぼす作用」につ い ての 研究

で は PrOge 呂te1℃ ne は
一
般に交感紳經緊張吠態を誘發す
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寫眞 14．　頸 癌　　爲 ユ3に二　Halotesth ユ　1　日 18田9

　　　　10 日me用 後 （360x ）

る もの と考えられ るの で ， 今囘我k は黄體ホ ル モ ン を 本

痃状を訴 え る患者 に使用 した．モ の 成績は 表 工5 （A 及 び

B ） に 示す如 くであ る．

　S 例中 5例は PrDgeste ・・ne 末 を 内眼せ しめ ，3例は

Progesterone 懸濁液 （Lutem   n ）を注射した ・8 例中

1 例を除 き
”

t 例に著効 を 示 した．本間題 に っ い て は目下

更 に追究巾であ る。

　孑・宮癌組織の 酸素淌費量， 好氣酌な らびに嫌鑞

酌解糖能 ， 乳酸量及び 力タ ラーゼ活性度 に及ぼす

各種ス テ ロ イ ド＊ ル モ ンの 影響

　以 上 各種 の 臨床成績を確認す る 目的の第 ！歩 と して 我

女 は癌組織を 用い て 基礎的實驗 を行 っ てい るの で ． 以 下

こ れ を 略述 す る．そ もそ も，悪性 腫 瘍組織に 於け る酵素

表 15（A）．レ y ト ゲ ン 宿 醉 に 封 す る 黄 體 ホ ル モ y の 使 用效果

屬 蹄 孵

　　　　　　　　　　凵
　 　 　 　 　 　 旨

纏 1 床 診 断 1便用薬畠る
　 　 　 　 　 　 E

使 用 方 法 1
　　　　　　1

圭　 　訴　 　 　　 　 　 効 　 　　果
訓 効果

焦判定

56

　1
瓦

再

黄酪剏レモ粥抹
　内　服

？日5岡蜜7自醐
疲 労威 ．熱威　　 円 内服後圭訴 は消失す　　　　 i← 　融
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一＿ 」．て ○ 藤

2　 0 山 160
…

子宮灘
．
搬

　 ： ニ
　 ー

食欲不恨，全身觀 庶

箔 b頭 痛，下痢

寝汗 ，下肢倦怠，惡心

瑠 1騰 護離 麺減 ，

5日 内服後 消失 す

11
← ゆ確轍 1

　　．一．一
　 内　限

旧 伽 肪 賻 用131lO
井 55 皿 　 τ

糖 尿 病
〃 潔覊難

贈 鰍 同細 〉

　団

o 　子

o 野

59

一

匠 棺 頚勲 呶 〃 1　 内 脹

1
旧 備 4睫 用

8日後に2 日霆用

．甦心、倦縅 餓 磁 ，彳版熱 旧 内服鯑 心 齢 跌 喰 欲 麒予

脚 帰 日内脹後燃 下熱 弓
⊂
一
，  1・

障 68 皿 卵 巣癌 〃 　内 服

1H伽 多8罐 用 蠢雛 麟 酪 6日内服後主訴消失 す （一） 

　

61
　「　
I　　
I　
E　Po

島 58 工r 子宮頚癌繊 ル テ モγ
　 注 射
i
旧 傭 4躔

　全身齢 戚，熱 戚
用

徊 使用後主訴 消失ず ← ） 

2 巨
　 　 里 450 孝

冒
蠶羅

左 側匪鹽 壓

〃

！蘿 剛・痢・驪 殆 ビ変化 な し （→ （→

に梍
ピ」° 田 64 灘 飆四 　　　　　

”

　 襁 赧 膽 目
1　 注 創　　，熱 承，のばせ感 頭 重・
　 　 　　 　 貧欲 不振 ，天 痢

娼
使
タ

後
幇贈 謙黌齢 ，．

3日　 〃　 生 訴 消失 霊
． （一）

　 1

  ti

で吏用其月「削　　旧召孝031年5月よ
1
丿　日弓茱卩32年5同迄

裳15（B ）．レ ソ ト ゲ y 宿醉 に 對 す る 黄 體

　　　　　ホ ル モ ン 使 用 效果

系 ， 無機鹽類 ，
Vitamine ，解糖及 び 呼 吸 に 關 して は 數

多 くの 業績が み られ る が，正常組織と比較 して最 も大 き

な差異は 好氣的並 びに 嫌氣的解糖の 薯明 な増加 に あ る・

つ ま り正常組織に於い て は ， 嫌氣的に Pyr ロ vate よ り

1actic　acid に な るが ，
02 を與 え る と 1actic　acid の 生

成は停止 し Pyruvate は 酸化 され る （Pasteur 効果 が

あ る）．けれ ども惡性腫瘍には Pasteur 効 果 は み られ な

bh．夊悪性腫瘍の 乳酸の蓄積は 1actic　 dehydrogenase

総 数 8例

の 補酵素であ る Favin 　diphosphop ’
yridine 皿 ucleotide

（DPN ，　Coenzyme の 1 ）の減少に よ る か ， 或い は そ の 還

元 型 の 過剰に よ る も の と されて い る．その ほ か Cytoch−

rom 　 oxidase
，．Cytochrom 　C ，　 C就 alase ，　D 一ア ミ ノ 酸酸

化酵素 ，
コ ハ ク酸脱水素酵素 ， キ サ ン チ ン 脱水素酵素系等

の 酸化還元酵素系が 少 い とさ れ て い る．産婦人科領域に

於 て も K ．Adler ．豊島
26），桑原

27），長野
28 ）・1ri嫡 291

氏等

の 子宮癌紐織の 酸素消費 ， 解糖に 關す る研 究 が あ る．私

共は　Testosterone局所投興 ．　Halotestin 内服，　De ・

ltacortri1内服などの ，子宮頸癌の 酸素消費量 （QO2 ），

好氣的解糖能 （Q監），嫌氣的解糖能 （Q監），組織含有乳

酸量及び組織 Catalase活性凌 に及 ぼす影響 を觀察し，

並び に頸癌組織を 剔除し，こ れに Testo6terone・Estr−

adiol 及 び Hydrocortisone を添加 し （in　vitro ），

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 　 　 　 表 16．癌 組 織 機 能 檢 査

　 　 　 　 　 　 　 　 切 除痕 粗 織

「
一

一
　 　 b，emao7e，nate
　 　 　 　 　

　 　　「 「
（ 蓼譲 　　

乳酸

　 轟
2

赤 　 　 須

上 記同様の 觀察を 行 つ た ．

　 亙。實驗 材 將 及 び 實 驗 方 法

　實 瞼材料 と して は 當科 に 入院 した未處置 の 子宮頚癌患

養 よ り癌組織 を切 取 し直ち に こ れ を使用 した．

　實驗方法 ：

　實驗プ ラ ン を表 で示 す と表 16の 如 くであ る，

1） QO ・，　Q監 嚇 の 測定 には W ・・b・・g 轗 計を

使用 した ． Q澄 の 測定 に は 灼熱還元銅 に 作用せ し め て

完全 に 0
， を除い た N 、 を使用 した ．medtum は Krebs

表 17．正 常腟
・
部組 織 の

　　　酸素滔 費並 び に 解糖

12  5− 159

R呈nger ・glucose −bicarbonateを用い た ．　先ず實驗方 法

と して 切除 し た癌組織を slice とな し間接法 に よつ て 成

書記逋の 如 く QOz，　Q靆を測定し た．こ の 際細胞含有率

に よ り QO ，，　Q監，　QR｝
2

は異 る の で，齷置前 並 び に處匿後

の Haematoxylin ・Eosin 染色組織像 よ り癌細胞の禽有

率 を 方 眼紙 を用 い て 計算 し ， 處 置 後 の QO2 ，
　Q號，　 Q監

は そ れ ぞ れ 處置前の癌細胞含有率 に換算 して 比較 した。

　Lt）　Catalase活 」i生度は 切除組織 500雌9を 用 い Etller−

Jesephson法 に よ り實施 した ．

　3）　組織乳酸量 は 切除組織 100〜 2G伽 9を 用 い 　Bar −

ker　a ，　Sumrmerson に よ る比色定量法 に よ
．
つ て行 つ た．

　II．實驗成績

　1） 獨照 として用 い た正常腟部組識 盈例 の QC2，　Q黔，

Q 號．

　表 17に示す如 く　QO ， は 一 2．7〜− 1鸛 8
，
　 Q 雛は 十

3．1〜十 4．8，Q黔は 十 1．T…十 5，7の 範圍 に あっ た。

　2） Testosterone 　 prop． 懸1蜀液 1 日 1 囘 20皿g宛連

表 18．Testosterone 　prOP．の 局 所 注射 例

QO2Q 自
2Q

蟹
2

西 ○ 一9．6　　　：＋ 4．0 ＋ 3．3
秋 O 一6．7　 ＋ 48 ＋ ゴ．’7

茨 ○
一15．8 ＋ 3．3 ＋ 5．7

伊 ○ 一2．7 ＋ 3．f ＋ 2．0

前 　　　　　　　　　　 後　5 日　　　　　　　　 後 9 日

纛癌細胞含有率 7ρ％π野；殉「
　
　〃　　〃　9・軅 o−g5％♪

一一
　　　〃　 　 〃乃％r　 　 ウ、

　 　 「

　　　鰐202 蝣 倔纛 鸚 oθ、 鰐 罅 億 厩
ム鹹 1σ
　 GFdQO2Q 留蝣 働 ・・

亡醒匚亡iσ
ん 混

一1凋 ・93 ＋f8．4i 剣
、
1購 L駕 ＋12．ヲ ＋1ヲ．17 ．4

　 　 　 「

6噂 「イマ，2し
柳 ．3 惚 06 ，ヲ 5£ 喋

　森
　 o
　 み

　 o

瀚揃値
と比 して

＿ 一一一．ヒ
癌細 鯰有毅 π 勉 す 癌細 黼 有率脚 ％ヒに 換 算

　一一．．一
癌細胞含騨 盲彫 としτ操算

自02 暗 峠 鰍 ・
口匚Zl‘
沼 匚ld Ω02 爵 僻 ．億戯

細‘f’o
．ハdd ρσ2Q 島

・ i錯 翩 鰓 矯｝
一72．6 ＋9．3 寸鱗 65 ノ鴫

L13
外．脳 丿禰

ザ5．or−
1謬殉 粥 ，

1

　．一
齷錢

一澀．4
←〃 ）驫 灘 晶 鸛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一

野 　　癌細 胞 含 有率 7θ％　　　　　　　〃　　　　70  
〃　　　　 グ0α

…
黔

　 O
　 ヒ
　 oo

は全止

　　　　−
鋤 鰡 ρ嵩

2
嘸 縣 ρo、 9留 贈 蕪 。 矯 α02姥 鴫．．，働 驫 剄

・21・31トプ6・7 ＋1σオ．1・3g 嫐 潺 殉
ナ
・
ス4

白5腸 嬲
1
鰍 灘騰

一1．ヲ
国 絢

　　　　　r−1
驫 髄 髄 灘 ，1　　　　　」　　　　　．『．一　

前 肩

一

宮　　　癌細胞 含有率 卯 ．6％ ・　 　 ゲ 5ヨ．2％
0
　　　002 α9・ Q甥2L 召ct1⊂

，牝 ld ω 2Q

霈
醺

一52 り 5．o ナ20，04 携 1−1う・6 痂 　 　鴫 1
　た

　 o

（1は全上．
　　一「『

＿一r　一一＿ 一一i−一．−1广「．L一　
　癌紀 贈含有率 go，6％ 癌細・艙 有率9％6蜘 て梹算 t
202
．．」一・L−、

暗 iQ昌川 纏 1 Ω。。 贍 　 醇　 4

叢一
塁

・・ア6・o ・繝 4沸 匠1  ＋ 才ヂ．5　匂 9　　　　
’

砌 聯 ） ‘
−3　　 　 冫

賑 病 集局所注射 の QO ，，　Q既 Q 留 こ 及 ぼす嬲

　第 1 臺研　　　（森 ）　　（表 18）

　癌 細 胞 含 有 率 を TO％ と して QO ，，　Q 黠，
　Q 黠，

　Catal−

ase 　 actMty ，　lactic　 acid を 處置前 ， 處置後 に つ い て 比

、較 した．表 18に示す如 く處置後 5 日 の QO2は
一18％，

蠍 は ＋ 8 ％ Q鍛は
一Z8％ ．　C ・tal・ se 活性能

一11％，

1aetio　 acid は
一55。9％ で あ り，處 置 後 9E 「で は 　QOz

は 一17％，Q 留＋14％，嚇 一18％ ，
C ・t・1・・ea ・tエ・ i−

ty − 1 ％，1actic 　 acid − 56．4％であ つ た 。

　第 2例　 （野○）

T ・・t・・t… n ・ p・・P．離 後 5 口で QO 、
− 95％ ，

　 Q9 ぞ
一55％，Q誰一7％．C …t・1・・ e 活・i鍍 は ＋ 77％ ， 乳酸

量は ＿5g．5％，處置後 g 口 で は QO2 − 91％，　Ql薩一65％，

Q 骭 7％ C ・t・1・・e 活性度＋ 77％ 乳酸一67．6％でQO 、，

Q夥 乳酸 の 減少 と C ・t・lase 活性 度 の 増加 を みた ・

（本例で は癌細胞含有率は ホ ル モ ン 投與前後で略 it　m 率

を 示 し て い た ）

　第 3 例　 （宮○）
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表 19．Test．　prop ．粉 末 局 所 撒 布 例

．癌 の ホ ル モ y 療 法 日産婦 誌 9 卷 10號

　　石
＼ 1　　　 前

尸一．一一
　　　 　　後．

30％佑
一8蜀 癌細月膾 有率 7膨 ピ50−7吻

誉離 瀬
雫驪

．．‘「ゴh」
伽 曜L礁

．．
Ac1己 QO2 暗 酬 〔贏 驟

！li −15　　 ． 砧 ブ、8
．
lg戦

一z2 ＋4．4 ＋4・6
．
例

○ 　　 ．一一
と

　一
癌 耡 瓰 有率 θθ％ 癌細 擺 瘡率 を30％ヒし了饗

醪蹄 鵬

　一
go2…QO

£
一一’幽

醴 1贓 3・1糀 禄

1戚 匕 QO2Q 僻 Q

軈
掘
翻1［・塩 て

一筋 ．硯 2 ・ 幽 乳8 …i郷 髣
一82一　ス 謬

＋5弘o
酎 6 ，

遜
r
；
だ ．．

「て
一 　　　一尸’．一一一一．．．一，

　 　 　 則 後

1 癌紐 胞含有率 5ρ％爾 〜55殉 癌綱胞含有率 θo％r80〜go物
臼02 鮴 罅

1
伽 。

…L祕 ・

c嵐

　　　　1

QOzIQ馴 Q悌 伽 衄
．
．
位匚百し

　 匚1記森
o

ん

イ5．ヲ ・ ％ 匝 5 託44 賜
　　1

イ5，41 ＋ テ3 七
’6・r2 ，7 擢覊

癌 細 月露 有率 50％

　　　　　　　 」闇一
櫃 矧 謄 有執 5皹 取 換算

QO2Q穿 ρ雋
2
』
伽 1 亡鹹 oc

泓 Qひ2 暗 鱧 藤 Fロ 瞬 Fc

イ5．望 ＋％ ＋双5 ’氏44 甥
一％
臼嬲 菷鶏

＋πλo
〔
−4ヲ卿

2，4r＋71％
828繆
‘ 4％

表21．Halotestin　18  × 10 日 内服 仞」

　 　 亠、一　
一一．．一一一一一一

「
一一一一．一一

　　
．一

　 　 剛 　　　　　　　 1　　　　　　 后

播細 弓Σ奢有率 θプ．4掛 ’ヨ鰹 1 癌 細 謄 含有 串

a・・ 蛙
1
Ω：鶲 鰡

L・ ・亡i・
鹸

　　　　　コ
鰭

1

、潔11篇翻

　Testo ・terone　prop ．處置後　QO 、 は 十 246％．　 Q黠
十22％，Q留一3％ 乳酸

一15。3％で前 2 者に比 しQk2
，

QO2 は 増加 した が 乳酸の 減少 は著明でな か つ た．

　3） Testosterone 　prop．末 1 囘201  局所撒布例

そ の 成績を表 19に示す ．

　第 1 例　 （長○川）

　處置前 に比 し QOz − 47％，　 Q黠一46％
，
　 Q 譜一16％ ，

Catalase　活昼ヒ度一22％ ，　亊L酸nv50n2％であ る．

　簗 2 例 　 （森）

　處置前に 比 し QO2 − 39％ ，
　Q 巒一39％ ，

　Q 譜一49％ ，

catalase 　活性度 十 7 ％ ，　妥L鹸十 84％で何れt も著減をみ

とめ た ．

　　　　表 20．De 工tacortril （170  198T） 内 服

表22．Progesterone 懸濁液 局，「野投 與

　　　（Lutemon 　20  × 7 日 注 射 ）

前 后

癌 細 胞 含 有 率 88、4％ 〃　 含有率 ア55 ％

QO・ 蜻 醴 働 礁 鋤002 館 罅 脚 贈
匚 『7σ

c∫此

一
狼5 ＋13L8＋彡644z660 陥

一8．9 ＋1f．2 占ア6．o ノ0530 努
88．4 ％ 88．4 ％として換 算　　　　．

ρ020 助 Q
「
彫 1嘸 隔 eQo2Q

鶏・ Q燦
．
［贓 鈔曠c厂己

イ05 ＋ 13、3 ＋プ6，1 賜 i60鰯
一
爆 鸛 摯鴇

．プ21
…御 5矧 ひ5脚

94聨

一
…｛

斎
一冂

　 癌 細 贈含有率　88．2％

睡 ρ ・゚ o陥 認 囃

後

癌 細 胞 含有卒 7机9勢

QO、 爵 畔 σ勲 黔
1
−2・0 ・5・4 ・161吐εユ6

’
35驚 一S・1 ＋ io・7 ・

塵 趣γ 6携

　 　 　 　 ss．2C／」　　　　　　　　 88．2％ とずれば

　表22に示す如 く好氣的解糖及 び 呼吸 に著變 な く嫌氣的

解糖は や   増加 した．乳酸は 處置前 に比 し 十5τ％，Ca−

talase 活性度 は 十 154％ であ る ．

　Y） Testosterone ，　Estradiol，　Hydrocortisone 等の

結晶溶液 を 切除癌組織 に 添加 し た場合 の 癌細胞QO2，

Q黠，Q譜に 及ぼす影響

　 0．1％ Ethanol （終末濃度） で ｝ま癌細胞 の 　QOz，

QM2，　 Q 號 に影響を 及 ぼ さ ぬ こ と を確認した の ち上記

の Steroid　hormones を Ethanol （終末濃度 O．1％）

に溶解して 添加 した．

　第 1 例 （高○）

　 蓑i23．　 Testosterone ，あ る い は Estradiol 添 加 の 癌
’
細

　　　　胞 QO2Q欝，
　 Q留， に 及 ぼ す影 響 （高 ○ 例）

d

一2 鱈 ・ ・7痂 3壷 彊 壷麟 1龝鑛 重鍵
鹸 暗 僻   議醗 1鯛 礁 躯 伽 ぱ 擁 1　　　　　　 一

癌細 胞 含 有 率　SCt．ff％
1

潅譏 鎧嬢零 麟渠鍛 灘 ヒ，
QO2　Q   Q ：！i’

　 　
QO， Ω制 卿

含蘚 酬 鏃 レ灘 、

　4） Deltacortril 内服 （廣 ○ ）

　總量 1    に 及んだ． 表 20に 示す如 く處置前 に 比 し

麓02 十 37e％，　 Q 監1十 130％，　 Q 驚十19％，　Cata工ase 活

性度十39％，乳酸十99．1％ と何れ も増加 をみ とめ た，

　5）　Halotestin 内服 （高○）

　表 21に 示す 如 く 齷置前 に 比 し QO2十4．3％ ，　 Q黠
一17％，Q譜十24％ ，

　Catalase 活性度
一

丁％ ，　乳酸
一

5G．2％ で あ る．

　6） PrOgesterone 懸濁液 1 日2Gn］g宛局所注射例

1−1 ＋3．q
i〔一織 1

← 

無 処 置

OOz

鶺 諞 諞i讖メ
ー1z7

ρ12Q炉
珍o・21＋IZ7
　 　 1

表 24．ホ ル モ y 添 加實 驗 （廣 O 例 ）

　　　　　　寝 細 聖 含 有學

臣轍 翻 癪 度
）．嗣 ・・蜘 肥 嚇 期

隆 9・ρβ’IQB　 　 　 　 　 　 　 20， 暗

ss．2％ 　 ．
．−
7］

　 　 六 　処　 匿

酷 　　QO．　齲ぞ　肌

　　　調 藁繼 鎧墨劃糊iご゜ ＋5
駐竺〕

　表 23に 示す如 く Testo ・・bterone 添加 に よ り翼照 に 比

し QO ，
− 94。4％，　 QRta− 8工％，　 Q黔一班 ％ の 減少をみ

た．
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第 2 例 （贋○）

赤 　　 須

表24に示 す 如 く　Testosterene 添 力湿ま漿姐碍に 比 しQO2

十 185％ ， Q 黠一4 ％，　 Q 羅〜− 14％であ る．

　第 3例　　（鳴○）

　無腱置 に比し　QOr26 ％ ，
　 Q 密一40％ ，　亀鶚一38％

で あ る．

　ii）　Estradio王添力冂伊旺

　第 1例 は 表 23に示す如 く　Estradiol 添加｝こ よ り羇具煢

に 比 し ， QOa は 十16％，　QRi
コ

十 10％ ，
　 Q監十 2 ％ で あ つ

た ，

　第 3 例は 表 25 に示す如 く無處置に L匕し QO ， 十43％ ，

q 黠十 3 ％ ，Q黔÷ 工％ であつ た．

　　　 表25．ホ ル モ γ の 添加實 驗 （鳴 OTS［D

一
一

覊 包含 霧 率

．
88− 「厂 諏 4凋

聯 力・蘿 飄 E伽 講 1〔猷酬 伽 晦 添翻
一一

無 雌

　　　　　　　　　　　　　 僻 Q搾 配02 鰐 鰐　　　　　　　　碓 畔 QO・IQO2　 QP，
2 ．

酵 　QO2
廓 爛 蜘 創 瑚 ・16 ％ 癬 ・f6・・一鵺 ・ls・s 、t

・f6ri
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （

−7aj，（
−a　 　 　 　 　 　 　 　 e3％） （卸物 f−1脳）幽 冫　 　 1（−4鋼 （

−3sw）c＋43％

　iii）　Hydrocortisone 添方口儚匹

　第2 例は 表 24に示す如 く　Hydrocortisone 添カロに よ

り對照 に 比 し QO 、 は 十工0％，　Qt2−F33％ ，　Q 罅一
手3％

であ つ た ．

　第 3 例は …覆25 に 示す如く無處置 に 比 し．QO ，
− 10％ ，

Q黠一9 ％，Q靆一 〇．5％である．

　w ．小　括

　長野氏 は Nitrogen　mustard を 投與す る こ とに よ り

子 宮癌 組織 の QO ， は増大 し ，
　 Q 黠，

　Q 靉は 減少 し正

常組織の そ れ t，C 近 づ く もの と した ．最近，川 畸
29 ）氏は 癌

組織に Estradiolを添加す る と QO2 ，
　 QRi2，　 Q 黯は 増

加 し ， よ つ て 本 ホ ル モ ン は 癌細胞の 發育と密接な 關係 が

あ る もの と推論 して い る．頸癌の 呼吸及び解糖 に つ い て

豊島
2η （1933），桑原

35 ＞
（1942），Limbttrg　a。　Uhlman3 ω

（1952），長野
2s ）

（1955），Negeleln 　 a．　Eschbach3i ）
（1955）

の 報告が あ る． Limb ・・9　 a ．　Uhlm ・n は 癌細胞の Q 靆

の 著増をみ とめ ，
N ・g・1・i・ a．　E ・chb ・ ch は QO 、，磯 ，

Q 鑑 の 3 者 は 頸癌紐織 で は 冗進して い る こ とを示 して

い る．我攻 は先 ず 正 常腟部組織にお ける QO2，　 Q 黠，

嚇 に 比 して 子宮癌組織 の QO 、，　 Q黠，嬬 は そ の

癌細胞の 含有率 の 如何 に か か わらず何れも明 らか に増加

して い るの を み とめ ， 呼吸 及び解糖よ り Energy を 得

て い る もの と考 え られ た．Testosterone の 局所投與 に

よつ て Q 贈 は 5 例中 4 例で明らか に低下 し，Q鶚 は 5

1207− 161

例中 3 例 ， QOz は 5 例中 4 例に著減を認めた ．同時に

測定 し た癌組織 の 乳酸量は 5例中 3例で減少 を 認 め ，

Q 黜，Q監 に略 ぐ 平行的 な 値を 示 して い た． こ れ に 比

レ Catalase 活性度は 4 例 中 2 例にそ の 増大を認めた

が ， 必 ず し も QOz，　 Qi謝，

　 Q監 に
一致 した成績を示す

もの では な かつ た．以上 に よ り　Testosterone 投與は

Glucose よ り Pyruvate を 經 て TCA 　cycle に 至 る迄

の 酵素系に 障害 を與 え る も の と思われ る ．尚，以 上の 成

績は 切除癌組織に Testosterone を添加 レた in　vitro

の 實驗 に よっ て も裏付 け る こ とが出來 た．Halotestin

の 内服の 1 例 で は 上 記 の酵素系を 障害す る とこ ろ ま で到

つ て い な か つ た．D ・1t… rt ・il は QO 、，　 Q監， 嚇 ，

乳酸 の増加 を み ， 癌細胞 の 代謝を 促進 す る も の と断定は

出來なb が Testosterone 投與の成績と全 く反對 の 成

績 を得た．Lut ・m ・n （P ・・ge・ter・n ・）投興 の 1肺 獣
つ て は 乳酸増量 の 他著變 が み られ な か っ た ． 尚 Estra −

dio1 の添加 （in　vitro ） に よ つ て 2 例 と tS　Qoz，　 Q監，

Q黔の 増加を認 め た こ とは Testosterone の 添加成績

よ りみて非常に 興味深 い ．且 ydrocortisone の 添加成續

は不定であ る。以 上 から， （1）Testosterone 　prop ．の

局所投與は子 宮癌組織 の QO2，　 Q黠，　 Q 號 を低下せ し

め る （i且 vivo の 實驗）．（2）Testosterone液 の 添加 は

子宮癌組織 の QO 、，　 Q 監．　 Q 監を抑制 す る． （3）De −

1tacortril及び Ha 工otestin の 内服は 癌細胞 の 代謝を 障

害す る もの とは思わ れ な い ． （4）Estradiol の 添加 は 癌

組織 の QO ，，
　 Q 監，嚇 を 促進e しめる． （5）Hyd ・

−

ocortisone の 添加 の 癌組織 QO2，　 Q監，
　 Q靆に對す る

影響は 不定である． （6）Progesterone の 局所投與は 癌

細胞の 代謝を障害す る もの と思わ れ ない な どの 結論が得

られ た ．

　 癌細胞の 發育増 殖に蜀す る各種准 ル モ ン の 影響

に關す る級織堰養浤による糠索

　 本研究 に對 して は培養法 は 主 と して カ レ ル 瓶培養法 に

よ り，癌病集 よ り切 除 した 新 鮮組織片を　Peniclllin と

Streptomycin を加 えた Gey 液で洗滌，細切 し て ， 血

漿に Gey 液と鶏肝浸出液 （1 ： 1 ）を加 え た 固形培地

に植 え ， 各種 Steroid　hermones （Estradio1 ，　Testsst ．

crone
，
　Prcgesterone ） の Propylenglycol 溶液 （各10γ

〜 O．1γ1ee） を 入 れ た Gcy 液， 鷄肝浸出液及 び癌憲

者 腹 水 の 混合液 （6 ： 2 ： 2 ） を 液體培地 と レて 目下賽

驗中であ る ．こ の ぼ か ，カ バ ーグ ラ ス 培養法 ，廻 轉 培 養

法 ， さ ら に細胞浮遊 液培養法 に っ い て も機討巾で あ る の
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で こ れ の 成果 は 後 日 發表す る豫定であ る ．

　　　　　　　　　 考察 と結論

　 Lacassagne （工932） が 雄ネ ズ ミ に EstrQ即 n を 連績

投與 して 乳癌を發生 せ しめて 以來，發癌物質 と して の ホ

ル モ ン は各方面 に 強い 關心を惹起せ しめた．一方 に於て

P「ogeste 「one あ るい は Testosterone の 使 用 が Estr −

ogen に よ る發癌勳果 に 抑制的 に作用す る 事が 知 られ て

以 來 ，
こ れ ら ス ナ ロ イ ド間の 關連性 につ い て新た な問題

を 提起す る に到 つ た ．こ とに 副腎皮質か らも性ホ ル モ ン

が 分 泌 され る こ とは單 に 性線 を 處置す る こ とに よ つ て 腫

蕩を消滅 さ せ う る も の で な い こ とを示峻 した。けれど

も ， 性 ホ ル モ ン の 作用外域 に於 て も癌の 發生は み られ る

とこ ろ であ り，ま た ，動物實驗で もあ る 種 の 中の あ る 系

に飄つ て ホ ル モ ン 投與で護癌がみられ る こ となどか ら，

無 の 發生 Initiatio並 に鞨 して 1歌 ， ホ ル モ ン が どの 程度1諸
與 して い るの か疑閥であ る と思 う．む し ろ發癌の 真の 因

子 は 別であっ て ，EstrOgen な どは こ の 因予を助長促進

させ る Promotin 鍔 factorではない だ ろうか 。むろん ，

銃鍾瘍原性 ホ ル モ ン を用い て，真 の 發癌因子の 發展を 抑

え，あ るい は 既 成癌 の 阪 りな い 進展を 阻 止 す る こ と も一

っ の 治療とい え ぱ治療であ る が ， 現段階の ホ ル モ ン 潦法

は ，っ ね に癌根治療法 に 1歩 を ゆ ず らね ぱ な らな い 感が

す る。け れ ど も現存す る ホ ル モ ン 製翻 を も つ て して も あ

る程 度の 抗腫瘍蒭果 を認め うる 以上，近 き将來 に，改良

せ られた ホ ル モ ン に よ つ て，現在の ，あ る意味に於 ては

機械 的 の ， 可靦 範闘内の 癌 病 集剔除 と も い うべ き根治療

法 を驅逐 し うる 日が くる こ とも期待 され る．

　我 女 は 抗睡瘍原性 ホ ル モ ン を用い 臨床的 な らびに 基礎

的研究を 行 っ て い る が，今 日 ま で の 結果 の 大要 を 次の 如

く縞論す る． （1）T ．P ，筋注 は癌患者の頑固な 疼痛 ・性

出血などを治癒 せ しめ食欲亢進 ・健康惑 な どを 起 さ しめ

血清 Albumin の 増加を招來す る 癒どの 効果を示す．同

様効果 は Halotestin内服でもみ とめ られ る．　（2）T ．P．

懸濁液を局所へ 注射す る こ とは 特 に 性出血 の 阻止 ，疼痛

の緩和に効果を示す．こ れら効果を持績的に期待す るた

め に は病集近邊 （た とえば膣壁）へ の T ．−Pelletの 使用

が の ぞ ま しい ． （3）副腎皮質 ホ ル モ ン （Deltaeortril）

拠 饗は期待 され た効果は得られ ず ，
Pregestercne に つ

い て は 目下 檢討中であ る． （4）T ．P ．あ るい は Proges −

te ：
・
one の 局所投興 ，

　 HalotestLn 内服な どでは 癌患者

肝機能の 好轉が 認 め られ，　（5）一般に ホ ル モ ン使用で尿

中總 1’r−OH の 減退 ， 遊離型 の 増加 が み られ ，　 （6）こ と

に抗腫瘍原性ホ ル モ ン を 局所 に 用 い た と き ， 著 しい 腟 細

胞像の 改善が み とめ られた。　（7）T −Depo は癌貧血 治療

効果 に プ ラ ス し，
Progesterone 使用は レ 線宿醉症駅 に

薯明 な 治癒的効果をもた らした ． （8）ま た，T ．P．筋注

は患者血中 エ ス トロ ゲ ン 活性濃度を低下せ しめ る の を み

た。 （9）こ れ らの 効果 に も か tS わ らず 組織像 には 改 善は

み と め 難か つ た． （10） T ．P．の 局所注射 は 癌組織 の

QO ，，
　 Q ？1、　 Q留の 低下，乳酸 の 減量及びCatalase値 の

上昇を 示 し （in　 vivO ），切除 した 癌組織を用 い て の 簀鎗

（in　 vi しro ）でも同様であ つ た．　 こ れ に反 して EsLra −

dio工 は i：，1　 vitro で全 く反對 の 成績 を示 し，
　 Est   gen

の 癌紐繊へ の促進作用 と Androglle の 抑制作用 とが 確

認 され た．
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